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1. はじめに 

熱および光刺激ルミネッセンス（Thermally Stimulated Luminescence：略して TLS および

Optically Stimulated Luminescence：略して OSL）あるいはラジオフォトルミネッセンス 

(Radiophotoluminescence ：略して RPL）現象を用いたパッシブタイプ放射線量計は、積分型の放

射線量計として、主に個人被ばく線量や環境放射線量のモニタリングに使われている。１） 講演で

は、主に OSL および RPL 線量計に使われる蓄光型の蛍光体の機能設計について言及する。 

2. OSL および RPL 線量計用蛍光体 

表 1 に OSL および RPL 線量計蛍光体として実用化あるいは現在研究開発中の蛍光体材料を

列挙する。現在、実用化されている Al2O3:C を用いた OSL 蛍光体は発光強度が低いことおよび 

表１ 実用化あるいは開発中の蓄光型蛍光体 

 

 

 

 

 

 

 

                           図１ OSL および RPL プロセス 

 

Ag をドープしたリン酸塩ガラスを用いた RPL 蛍光体は高価である等の問題があり、現在、発光

強度が高くかつ安価な蓄光型蛍光体の開発を目指した研究が活発に行われている。図 1 に OSL お

よび RPL における電子とホールの捕獲プロセスを示す。蓄光型蛍光体には、放射線のエネルギー

で生成された電子およびホールを捕獲（Trap）するために、蛍光体内に F センターなどの格子欠

陥を導入したり、あるいは発光中心となる不純物（主に遷移金属元素）がドーピングされている。

そのため、放射線により生成された電子とホールは再結合（シンチレーション）することなく、

それらに捕獲され、結果として放射線の情報が準安定な状態で蛍光体内に蓄積される。そののち、

可視光あるいは紫外光による刺激（励起）により、可視 OSL や RPL の発光が観測され、その強

度があらかじめ照射した放射線量に比例するため線量計としての利用が可能となる。 
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